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背景 | 歴史の重要性

 歴史を知ることは重要である

1. 現代社会の形成過程の理解を促す

2. 小学校から開講されている基礎科目の1つ

 歴史学習支援の実際・研究

1. 内容理解 → 思考力育成 → 歴史を活用する力が目標 (文科省2018)

※ イギリス (大國2011) ・アメリカ (山田2007)でも同様

2. 学校教育における歴史活用能力を支援する学習環境の研究
指導方針の定義 (Lee2005) ・学習システム (池尻2016)の構築

3. パブリックヒストリーの研究
ワークショップの開催 (Samuel1989)
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背景 | パブリックヒストリー

 定義

1. 歴史と研究者以外の人との対話 (Cauvin 2018)

 パブリックヒストリーの歴史

1. 15世紀：Guiccardini による市民への歴史の紹介

2. 20世紀~：現代と関係する歴史を作る価値の提案 (山田2007)

3. 2016：現代のニュースに類似する過去の因果関係を検索する
Webサービスの構築 (池尻2016)
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・歴史（教育）家への依存が多い
→ 1.学習のきっかけが限定的
→ 2.データ量の拡張性が限定的



本研究の目的

 利用者と歴史との対話を促すためのチャットボットを実現
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本研究のチャットボット

 毎日、定期的に歴史をつぶやく

 過去の同じ日に起きた出来事

 利用者からのツイートに対して歴史を紹介

 内容に応じたものをつぶやく
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1.学習のきっかけが限定的
を解決



本チャットボットのシステム全体像
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利用者 チャットボット

歴史データDB

歴史情報源

2.データ量の拡張性が限定的
を解決



データ収集

 チャットボットがつぶやく歴史

 情報源：Wikipedia（英語・日本語・中国語などの7ヶ国語）

1. 1年 ~ 2019年

2. 1月1日 ~ 12月31日

9

https://ja.wikipedia.org/wiki/1862年



データ収集

 取得データ

1. 「できごと」節にある記述とその日付（年・月・日）

2. リンクされているものを固有表現とみなし、それらのリンク先の
記事のタイトル・Wikipediaカテゴリ・被参照数

 タイトル・カテゴリ：潜在意味解析のため

 被参照数：出来事の重要度を推定するため
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提案手法

 5種類のツイート方法がある。
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チャットボット → 利用者
1. 定期的なつぶやき

チャットボット → 利用者
2. 日付指定
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チャットボット → 利用者
1. 定期的なつぶやき

チャットボット → 利用者
2. 日付指定
3. 固有表現に関するもの
4. 文章として類似するもの



5. 歴史の検出

 もし利用者が歴史的な出来事に関する文章をツイートした
場合は拡散する。

 利用者の文章が歴史かどうかを分類する

 歴史ツイートDB（80%が英語）は既に存在している (Sumikawa2018)

 トレンドツイート（英語）を非歴史ツイートとみなす

 TF-IDF+RFsでF値が98%
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まとめ

 歴史と研究者以外の人との対話を促すチャットボットを
実現した。

 今後の重要な課題

1. より多くの歴史収集

1. 画像・動画・Webページの活用

2. 翻訳機能

多言語の記述を容易に知れるようにしたい。

3. Twitter上での重要度の推定

歴史ツイートのリツイート・お気に入りの数から回帰分析を行う 15


